
 

商店街の人流データを活用して生産性向上を目指す 

【東京都板橋区】 

ハッピーロード大山商店街振興組合

 

地域課題を解決するためにデジタル化に着目 

 

ハッピーロード大山商店街振興組合（以下、「同振興組合」）は、東武東上線大山駅から西方の川越街道に

向かうアーケード商店街の店舗を束ねる商店街組織である。商店街加盟店数は約２００店舗となっている。商

店街の賑わいと集客を維持するため、商店街の各種イベントやＨＰ、ＳＮＳなどによる情報発信を手掛けてい

る。また、街の安心・安全を維持するために商店街アーケードの維持管理、防犯カメラ設置、巡回パトロール

なども行っている。 

今般、同振興組合が、地域課題を解決するためにデジタル化に着目し、商店街の人流データを活用して生産

性向上を目指す取組について、同振興組合の臼田専務理事（兼事務局長）、小谷氏（導入当時の事務局長、現

在は事務局まちづくり担当）、株式会社ボーグテクノロジー（以下、「ボーグテクノロジー」）の齊藤社長、

鈴木氏（ゼネラルマネージャー）、中小企業診断士の加藤氏（一般社団法人板橋中小企業診断士協会 理事）に

お話しを伺った。 

ハッピーロード大山商店街の来街者数は、従前は約３万６千人（１日当たり）であったが、新型コロナウイ

ルスの流行期に２万人程度まで激減した。近年では３万４千人ほどまで回復してきたものの、従前の来街者数

までは回復させるのに苦労している状況である。また、同商店街の中心部の再開発により、現在、高層マンシ

ョンの建設が進む中、新たな需要を取り込むためにも、商店街の集客・人流をこれまで以上に把握・分析した

上で対策を講ずる必要性が生じている。 

従来から実施している交通量調査では、年２回（計４日分）、目視によって実施されているが、取得できる

データは男女別、大人・子供別、歩行者・自転車別の情報のみとなっており、データの絶対量・種類が不十分

であるなどの課題があった。 

このような状況の中、令和２年３月、都内の某商店街がスマート街路灯を設置する旨の報道がなされた。ス

マート街路灯は、カメラ、スピーカー、各種センサー、デジタルサイネージを搭載し、来街者のデータを収集

し、利活用できるとのことであった。 

この報道をみた同振興組合では、課題解決のために同様のシステムを活用できるのではないかと考え、早

速、当時の副理事長や青年部長が某商店街の理事長にお話しを伺い、システム概要や取得できるデータの種類

などを確認した。さらに、某商店街へ提供する大手ＩＴベンダーにも問合せを行い、見積りを依頼した。 



同振興組合では、商店街がデジタルを活用することにイメージを膨らませていたが、想定していた金額とは

大きく乖離した提出された見積金額をみて愕然とした。このため、某商店街と同様のシステムを採用すること

は断念するとともに、その後、半年間は新たな解決策を見出せずにいた。 

同振興組合では１０年ほど前から一般社団法人板橋中小企業診断士協会と委託契約を締結し、中小企業診断

士に商店街実態調査やコンサルティングをしてもらっているが、当時担当していた中小企業診断士の杉山氏の

ネットワークから令和２年９月にボーグテクノロジーというＩＴベンダーが人流システムを開発することが可

能だということを知った。ボーグテクノロジーは、もともとは物流や工場の自動化等のシステムを提供してい

た会社であるが、商店街向けのシステムがほとんどないことに着目し、商店街向けの人流システムの開発を検

討しており、これをきっかけに、ボーグテクノロジーと協力体制を組むことになった。 

 

ハッピーロード大山商店街 

（撮影：中小企業庁商業課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左：７月 商店街公式アイドルの「まゆちゃん」ライブ／ 右：８月 大山ふるさと夏まつり） 



 

（左：10 月ハロウィンスタンプラリー／右：10 月とれたて村での鹿児島さつま町フェア） 

ハッピーロード大山商店街のイベントの様子 

（提供：ハッピーロード大山商店街振興組合） 

 

 

商店街に必要な情報に限定したリーズナブルなシステム 

 

最初に議論したのが、同振興組合が導入することができる人流を把握するシステムはどのようなものである

べきかであった。某商店街が導入したのは、個人認証システムを応用したシステムであり、来街者の顔を含む

全身画像を取得することのできるような高度なシステムであったため、必然的に高額となり、同振興組合での

導入は困難であった。 

このため、商店街に必要な情報を収集することに限定したシステムとすることとした。商店街が必要な情報

としては、人の属性や自転車、車等がいつどのくらい通行したかわかれば良い。商店街に必要な情報に限定し

たＡＩシステムをコンセプトとすることにより、導入費用のリーズナブルなシステムを目指すことにした。こ

のようなコンセプトのもと開発されたシステムは、ＡＩ交通量計測システム「AHFC（Automatic AI Human 

Flow Capture）」として製品化された。 

 

システムイメージ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測画面のイメージ：歩行者・自転車 

（提供：株式会社ボーグテクノロジー） 

 

 

デジタルデータがこれまでの先入観をくつがえす 

 

同振興組合ではＡＩカメラを設置して商店街の人流データを取得する、ボーグテクノロジーのＡＩ交通量計

測システムを導入するともに、参画事業者１０店舗（商店街内の小売店等）にも協力してもらう計画を策定し

た。同計画は、中小企業庁で実施する令和４年度のＩＴ導入補助金（複数社連携ＩＴ導入枠）にも採択され

た。 



同計画の実施にあたっては、同振興組合では臼田専務と小谷氏、ボーグテクノロジーの齊藤社長、鈴木氏、

中小企業診断士の杉山氏が中心となり、事業の進め方やその方向性などについての議論を重ね、ＡＩカメラの

設置（合計６台）やサーバー等の設置も円滑に行われた。 

ＡＩ交通量計測システムによるデジタルデータ（人流データ）は、令和４年１２月からテスト運用として収

集が開始された。人流データを細かくみていくと、これまでの先入観をくつがえす結果がいくつも得られた。 

１つ目は、来街者の年齢層。導入前は高齢者が多い商店街だと思われていたが、同システムを導入して３０

～４０代や子供（１０才未満）といったファミリー層が多いことがわかった。 

２つ目は、来街者の多い曜日。人が一番集まるのは日曜日だと思っていたが、実際には土曜日のほうが多か

った。恐らく、以前は日曜日の方が多かった時期もあり、その先入観からそう思い込んでいたものと推測して

いる。 

３つ目は、深夜の来街者。ＡＩカメラは２４時間の稼働であるため深夜のデータも自動的に取得される。深

夜は誰も歩いていないものと認識していたが、データからは深夜でも数十人程度の来街者がいることが確認で

きており、場合によっては、その深夜の時間帯でのビジネスチャンスに繋がってくる可能性も考えられる。 

４つ目は、来街者の多い時間帯。これまで、同商店街では、来街者が少なくなった時間帯にお店を開けてい

ても売上げに繋がらないとの考えから夜７時に閉店する店舗が多かった。しかし、人流データをみると来街者

は９時頃まで多いことがわかったため、夜の営業時間について検討している店舗もでてきている。 

このように、人流データをみて初めて気づくことも多くあり、時間帯や曜日等を踏まえた販売戦略の検討や

人員配置の検討する上での重要な指標となり得る。さらには新たなビジネスチャンスのきっかけにもなり得

る。また、イベント効果の検証としても、実施していない日と比べることができることから、客観的かつ有効

な検証が可能となった。 

 

 

  

AI カメラ設置位置 

 



 
AI カメラ設置場所（合計６ヶ所） 

（提供：株式会社ボーグテクノロジー／撮影：中小企業庁商業課） 

 

大学の研究室との連携も視野 

 

同振興組合のＡＩ交通量計測システムの導入事例は、各種媒体などでも紹介されたため、高校生や大学生か

ら同システムで得られた人流データを使いたいと要望もたくさんいただいた。 

人流データについては各個店情報に関わるような情報以外は基本的にはオープンにしていることから、高校

生や大学生にも提供することとした。 

一方、高校生や大学生からは人流データ提供の御礼として、自らの分析結果や改善提案を送ってくる場合も

多々あり、同振興組合としても施策検討の参考にしている。 

ただし、これらの分析結果や改善提案などは、分析情報の内容も少なく、分析の精度もそれほど高くはない

ことから、将来的には、人流データを使い、産学連携で大学の研究室との共同研究へと繋げていきたいと考え

ている。 

 

 

データの更なる活用 

 

同振興組合が導入したＡＩ交通量計測システムにより、これまでの常識をくつがえす結果がいくつも得られ

たところであるが、同振興組合としては、それで満足することなく更なる人流データの活用に意欲を示してい

る。 

現在、同商店街が考えている今後の人流データの活用のひとつは、天候や気温のデータと連携させた人流へ

の影響についての分析である。天候や気温による影響と来街者の増減の関係はデータで検証されていない。こ

のため、取得した人流データと気象データとをあわせて分析することにより、天候や気温が、来街者数や来街

者の属性にどのように影響しているのか明らかにしていく予定。 

また、デジタルサイネージと人流データを組み合わせた仕組みも検討している。特定の人気の店舗に人が集

まってしまうと、混んでいるという理由で他の商店街に行ってしまうというリスクがあるため、当商店街の空



いている店舗（人流の少ない店舗）をＡＩ交通量計測システムで把握し、その情報をデジタルサイネージで提

供するような仕組みを検討していく。 

同商店街としては、このような取組を通して、更なる需要の取り込み、各個店の競争力強化や生産性の向上

に繋げていく予定だ。 

 

 

左：防犯カメラでの監視／右：AI カメラによる人流データの確認をする小谷氏 

 

 

左から、(株)ボーグテクノロジー鈴木氏、齊藤社長、ハッピーロード大山商店街振興組合 臼田専務理事、小谷

氏、（一社）板橋中小企業診断士協会 加藤氏 

（撮影：中小企業庁商業課） 

 


